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I ジャック・ギルマーツ芳
自 '-，目l『中国共廂党史 1921-1949年』[
', 

I [ / Jacques Guillermaz,.l l listory o(the Chinese目
＝ t Cn111 munfrt Party 1921・ 19,19, transl al ed by Anne目

'l)cstenay, Lond◊-n,.\Tethuen 8: Co Ltd., 1972, 呈
Xviii +477 p .,  

［ 

本書は JACQUES GUILLERMAZ, HISTOIRE 

DU P.4.RTI COMMUN/STE CHINOIS (Z.921-

1949), Paris Payot 1968, 450 p.の英訳である。原著者の

ゞャック・ギ）レマーツは、パ l) の f~cole Pratique des 

llm1les-Etu<les (VIe secliぃn)教焚，（｀entrede Docu-

menlation Sur l'Extrem(~-Ori,,nt Contcrnporain主任で

あり，中国語教育に従事して＼ヽ ，．9 ,r,粋：ま， 1930年代お

tび1940年代に，外交官どしい ．l:い且慶，南京に滞

在した。 15年間を越える中国滞在中，様々な政治勢力の

浮沈を自ら目撃したが，このことは，本瞥を書きあげろ

上で，大きな役割を果たしたと思われる。

芳者には，これまで，『人民中国』 LaChine Populaire 

(Presses Universitaires de France-Que sais-je ?) 1968 

年筍4臆共著『中国の謂様れll'‘i9」3;:、 ,4.spectsde la 

C'hinc, Tome III (Press心 Uniむ rべitairesde France) 

欠どの秤作があり，最近心本見八峠甘，：［して，文化大

芋命て明るみに出されたい恨も生じ：：＼て， 1949年10月の

中年人民共和国成立後の中国't陀党史を汲った『解放後
の中国共産党 (1949年10月1日ー1972年3月1fi)』Le

Parti Communiste Chinois au Pou℃oir (l•r octobre 

1949ー1,・rmars 1972), Paris, Payot, 1972, 552 p.を刊

行した。さらに，中国で自ら目撃したり，参加した事件

を扱った著書を準備しており，その叫ごま，国民党，共

！崖党の主要な人物の描写なども含まれるといわれる。

ll 

本，りは，中国共産党がその創立より、 1949年10月，国

家権力を獲得するまでの党史の概説（通史）である。「iiii

苫き」に，研究の基礎を提供し，現在の中国の諸問題を

理解する上で，役立つことが期待されると述べられてい

る通りであり，あるテーマ，ある事件，ある時期に焦点

を絞った専門的な研究書で［まない。しかし，的者は，

The China Quarterly褐叔の党史1;＇]1髯繭文その他を丹

念に，；況み，研究成果を吸l'いし， T覇汀＜油史にまとめる

書評

のに成功している。

ところで， 「前書き」は，台湾海峡の両側からの公式

の説明が，既定の事実を改変したり，曇らせ始めている

打囁し，長期間，現代中国の恋化してきた姿 すな

臼九，絨役の諸軍閥，国民党，仕茫党げ）姿をじ＇）と見，

丑:LL/こ時伐の空気を吸い，そ刀い思忙 I《r-]と公うこと

パでぎどと＼‘う，まれな好連にもくまれこ酉；rの観察者
己党も万唸合を企図したのは湾切でふろうと連べてい

今確かに，最近，とりわけ文化大革命後，党内の政策

論争，権力闘争と絡んで，党史が過去に朔って再解釈さ

れたり，書き換えられてしまう傾向がみられる。たとえ

ば，1945年4月20日，第6期7中全会で採択された，1931

年はじめから1934年末までの「左」糞日和見主義路線（第

1欠―lこIIl]路糾いの誤りについて，その社会的・肛史的・

恩乃l!）恨内にまで濶った詳細な朽括でむる「背丁の歴史

,’9)門雪：ご,_,,.‘ての決議」は， 『□I~詑翌化『第 3 巻に，

「学刃ど叶I,'j1 の注として全文咬行、されてし、だ力t,文化

／＜盾令1唸， 胄喬木らの起草にな：＇も（、テでお i)，判少奇が

大幅に手を入れているといわれ， 1967年以降出版の『毛

沢東選集』から削除された。また， 1951年に発表された，

胡喬木「中国共産党の30年」に代わる，公認党小史にな

るかと思われた，『人民日報』・『紅旗』・『解放軍報』編集部

：中[1]！いに記の50年を記念する］ （1971年7月1日）も，

il、9し失脚i唸＇）現在では，書き換えぶこ吃でがろり。

,I『片ぱ， 多くの著作が，1949年以'』:t囚民党こよって，

それ）‘しもいじ窄政府によって組峨IIりに巧梨されてきたこ

，＇に 1:］月l, ]）『しい体制が，敵の手に入` ［`作ばカヽ りでな

く， 「偏向者」とか「反革命分子」という評価を下され

た共産主義者の著作を除去するために，多大の注意を払

ってきた， と指摘している（本書 p,459)。さらに，著

者1ま， 1966年の文化大革命は，二つの相反する傾向を引

き起ごしたと述べている。すなわち、一方では，毛沢東

（＇ー）許作お［びその注釈だけは手を触れ干，こお` ，‘て，残り

し叶固｝、の記録や著作を破棄してしまった。中囚史全体の

潤代がrうみろと，損失ははかり知れたい。他方、紅術兵

にt;)， 名くの指導的人物を狙った，攻繋IIりで，一般に

公平を欠いた書物が爆発的に生み出された。それらを，

党史，とりわけ1949年以前の党史の新しい解釈の基礎と

して使うことはできないが，全く無視してしまうことも

できない。明白な誇張や虚言を捨てて考慮しなければな

らないと主張している (pp.459-460)。文化大革命後

l]）党史］）内ぎ換えは，そのまま的呑みにするわけにはい

かず，文化大革命で明らかにされた史Hを，その当時の
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書評

具体的状況と照らし合わせて再検討する作業が必要であ

る。

しかし，著者は，史実の書き換えに対する批判的見解

にもかかわらず，中国を全く突き放して見ているわけで

はない。「前甚き」で，著者は，中国を愛し，四敬している

ほどであるが，外国人であるということが，半世紀間，中

国をすり減らしてきた，ものすごい熟加こをき込まれる

のを避けるために必要な間隔を提仇してきた，と記して

いる。こうした著者の態度は，本書のけじめに，『詩経・

大雅』の冒頭， 「文王」の一節「周は旧邦と雖も，其の

命維れ新なり」を記していることからもうかがえる。周

は始祖以来，1000年以上も続いた国柄であるが，天命を受

けたのは文王の時であり，なお新しい時であるとの意味

である。文王は股の討王の時，天下を三分してその二を

保つといわれたほど，徳望・勢力があった力t,その子武

王に至って股を倒し，周王朝を始めた。 Jぐドに王たるべ

き天命は，この文王の時，周に降ったというのである。

この詩仝（本の趣旨は，文王がよく徳を修めて天命を受け

たことを讃え，天命は徳のあるところに従い，徳を失え

ば離れ去るもので，これを保つのは容易ではない。長く

天命を失わぬようにと，子孫を戒めたものである。著・者

はおそらく，文王に， 1949年以前の中国共産党の姿を見

ているのである。

m 

次に，本書の構成は以下の通りである。

序文

第1部 中国共産党の起源と涎生

第2部 中国共産党ー一その創立より国民党との決裂

まで (1921年7月1日ーー1927年8月1日）

第3部江西期 (1927年8月ーー1934年10月）と長征

(1934年10月ーー1935年10月）

第4部延安期と中日戦争 (1935年10月一ー1945年8

月）

第5部権力の獲得と人民中国の樹立 (1945年8月15

H 1949年10月1日）

結論

時代区分は，長征後， 7• 7事変の起こるまでの期

間(1935年10月一ー1937年7月）を中日戦争と同じ部に入

れている以外は，中国の史家の区分と変わりがない（中

国では， 7 • 7京変以前を第2次国内革命戦争の時代，

以後を抗日戦争の時代と区分する）。

ここで，各部の内容を簡単に紹介するとともに，若干の

問題点，感想を書き加えることにす互主ず，第1部で，

IOO 

著者は， 1921年当時の政治的・経済的・社会的状況，厳

復らを通じて導入された西洋の政治思想，マルクス主義

の前走者一ーアナーキズムに触れ，五•四運動を経過し

て，最初の中国のマルクス・レーニン主義者陳独秀・李

大：叫ちが生まれ， 1921年7月1H，上向で］令大会が開

かれる主でを扱っている。

芍2郊でば，冷 1次国内革命戦争り時期を扱バており，

国］I、合 19ド成古いら， 1927年4月12日の蒋介了戸）クーデ

ター，続いて武漢政府からの共産党員の退出， 8月1日

の南昌暴動に至る過程を記述している。 1927年の共産党

の敗北の原因として，著者は，プロレタリアートの弱体

と経験不足，保守的で遅れた農民大衆の存在，地方で革

命を組織するに必要な時間と幹部の不足などとともに，

朽 F信： ］に，次（八点を指摘している 革命を始め，行てて

ぎに中1L]の知廉分子の間では，何：こも主して、民股主義

州．刊札的九尽青が重みを持っており，応仁し義を選択

しと者→Jし］各も，社会的な感情に目ざめこ｝のは遅れた。

中[}、1,t. I,nj :—、いもまず，政治的・叶flfIIりた派閤から解放

され，不平等条約の廃止により，屈辱的な半植民地状態

から解放されねばならなかった。国民党は，共産党以上

に，この民族主義的な息吹きを体現しており，中国の知

識分子の大多数は，最初は，共産党よりもむしろ国民党

：ご？Iきつけられ］こ (pp,139-140)う

こうした見解：ま，誰が，この時期の国尺革命を」導し

ピのかどし、う間題と絡んでくる。著者中国尺兌こそが，

」，しも弧りな軍l／乱を除去したり，彼らから権力を｛摩ったと

し、う出望を9担受しうると述べ，中国共辛党が最終的に勝

利したことによって，あるいは，国共両党が対等の立場

に立っていたと主張したり，民族主義者による中国の統

ーにおいて，若い共産党が非常に活発な役割を演じたよ

うに描き出す，若干の現代史家によって与えられた，ゆ

がめられた見方にまどわされてはならないと指摘してい

る (p,67)。確がに，この時期の両党の合作（合作は対

袴の協力の翌昧、国民党は『容共』と称した） ：ま，双方

の対等の立場での協力ではない。 20数年の戦いの腿史，

孫文の枯り強い個性，多くの革命烈七などに支えられた

国民党の声望と威信は，創立間もない少数の共産党とは

比較にならなかったはずである。この時期に果たした国

民党の役割を，著者のごとく，認めることは，なんら共

産党をおとしめたり，過少評価することにならないのは

いうまでもない。

9}［お，此紅］なことであるが，著者は，［系文のソビエト

中央執行委日会あての遺書は，死のHii「l，汀情衛によっ
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て起雌されたのであろうと品してい:~ (p. 94)。「余，園

民革命に力を致すこと凡そ四十年」に始まズ政治遺嘱は，

11精術が起草し，国民党政｛合委員会t'）承認を得たもので

あるが，ソビエトあての遺加こつし、て：t，’-［精衛自身，

孫文の死の前13(1925年3月11日），二つの遺嘱（政治遺嘱

と家族あての遺嘱）の署名が終わった後，「他に，英文秘

占陳友仁同志が起罪したソ連の同志あての布簡があり，

宋子文同志が一度，読み上げ，先生は聞き終わると英文で

冽名した」（『中国国民党第＝次土国代内）ぐ会会議録』中

国国］ーい党中央執行委員会印行，民国 15灯',pp.18-19)

と］も五しており，間違いであろう。まだ、中共中央「蒔

介{iv)第命的民衆殺害に際しての胄パI (19切年4月20

II)を引用している個所の中に(])． 12幻．＇―中国の人口

の50％は農民であり 9•• …」という一節があるが，原文は

80％である（『隔導週報』第194期参照）。

第3部は， 1927年8月7日，叫秋白を主とする中央緊

急会鏃により，陳独秀路線が否定され，さらに李立三，'丘

明と党中央のリーダーシップが，移行していく時期であ

り，折角築いた江西ソビエトを、国民氾爪こよる包囲討

伐を支えきれず，放棄して， JえDLに蘭をし狭西省北部

に到達するまでを扱ってい：）。史l斗l『J:II!］計）などの点から

研究が一番，困難な時期である。この間間こついて，著

者は，およそ次のような評価を下してい〇。党と軍にと

って非常に価値のある幹部を訓練しただけでなく，中国

の共産主義者は，組織し，管理すべき根拠地と人［］を持

つようになった。それば実際の経験と，運動の拡大によ

って引き起こされた問題をはっきりと見抜く力を彼らに

りえた，李寸三の冒険が失敗した灸ば モスクワから指

行されたり， ヒ海の党中央tり秘密仝義て形成された政策

に合わせて行動すること li 少なく tK') ，茫 •l) 計画立案は，

時と場所によって課せられた制限を晶盈し始めた。党の

陪厨機沿全体が実際上の考泡をも＇，―, ｝〗になった。とり

わけ，毛沢東，朱徳ぱ，国民党に対抗して，できるだけ

軍隊を長続きさせるとともに，都市とプロレタリアート

により多くの関心を持っていた中央委員会に対抗して，

自分達の発展を守ることを望んだ。また，ある程度の教

条の統性，習慣なども，この困対1互時期に発展させら

れたように思える。これは，延安期および最後の内戦中

に，軍事指導者の間に見うけられに， l)アリズムと団結

の起源かも知れない。さらに，江西期は，共産党に，単

に立伝と付随する環境の巧みな迎用のためによるのでは

ない，政治的・道徳的声望を与えた。つまり，今や農民

運動になったのであるから，共産主義者の運動は，中国

書評

の伝統的な聞史の一部となり，外からの触発による都市

で生まれた労働者の運動以上に，同調と理解を喚び起こ

した。そのため，数量と地理的な節囲の点で，はるかに

広`H、旧途を1月し、た (p.250)。

しかし，こうした7年あるいは8年間の試練によって，

選びぬかれ，強化された道徳的な利点，幹部の機構の形

成にもかかわらず，江西期は1927年と同様，完全な敗北

に終わった。 1927年は都市の支持を失ったが，今度は地

f;ですべての支持を失った。党員数も激減しだが，党員

り大部分は，職業軍人となった農民であり，この軍事フ゜

口し、勺リアート (militaryproletariat)が，次の10年間の

党の背竹を構成することになる (p.251)。軍甫プロレタ

l]アートといり考え方については，著行の詳しい説明が

欲しかった。

次に，長征について，著者は，単なる目立った軍事的

事業ではなく，遠大な結果を伴った政治的事件であり，中

国共産党が，相当の威信をかちとった事業であるととも

に，新たな統一戦線の結成を進めるのに役立つ政治的成

均でぶっだと評価している。同時に．長征の応義の一つ

として， モスクワから一層の独立を達「戊する U)に役立っ

た収をあけいるのは注目される (p.263)。なお，著者

は，長証途い遼義で開かれた政治局批大会義で，毛沢東

ぱ臨時い中央委員会主席となったと起してい,;;,(p,255)。

遵義会隊については，色々と不明な点が多いが，中国の

現代史家のいう通り，中央軍事委員会主席となったとみ

なすのが適当ではなかろうか（新島淳良「中国現代史に

おける毛沢東思想ー一近代史研究所 張友坤・弔士徳両

応こ附(<|＇了じ沢東著作言語研究］第 3号，］969年〕，P.

15]参限＼。また，陳昌奉『長征の頃のも主席』 （外文出

応!:, 1959年5月初版）に編集部が付けた長征1こつい

て¢噌＇（ふ iJ:, ~義会議で「毛沢東を中央暑記局の書記に

選出しど」 (II-]］書， p.124)と配して＼に。ところが，

同書は，改訂・加筆され，『毛主席にしたがって長征』と

改題され， 1972年，第3版が発行されたが，当該個所は

削除された。この改訂は，当時，毛沢東による党の支配

には限界があったことを暗に認めたことにならないだろ

,.)か。吐I:;';, ［沢東の地位につV、ては，中央紅罰こ対す

る指導権を確立したにとどまったとみ心のが穏万であろ

9,)。

席4晶ては，狭西省北部で党を再建し，抗1」統ー戦線

を桔戊し，抗日戦争を通じて地域的・軍事的に拡大し，

解放区を創出していく。その過程で，国民党との対決が

強まっていく状況を記している。著者は，抗13戦争の終
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きたのだし，，硲IUJしてし、る (p.372)，，主}-＿， 1945([ 4月1）、 し骨，］． こ・-)し、ビ見有1'.it‘りを1月て＇，．、心と息われ， e

も6月にかけて1llかれだ7仝大公が[;)：1、[；ご詑ぶもいな ＇均苔， t，l'’jil,1：こ、 こし）戦争が 7什I:f]..nill¥／記')[.-、I罰f古：14J 

さ＿11舷刊とり・え， ［訳東が党CrJ,lit-0)，＇，1J‘9じ八lmi打と 1＼をミえるに必要t(｛賢';i._l:¥l'l減ど欠し、て'，;,こ|LI 「い＇と l•99, 

tr、っとが， 杓打は、 この 7'［大公を［現{iJJjl、i)f貸戸j,[ i f, ；f,＇「J・氾iむll'Jiら落ともだらし＇こと jけ惰してし、，9-9のこり

初の党大会Jてし')-,］ことし，、う，，＇「価を Fしてし、’,（］）370!. Lら上．ll¥'‘茫ビlL,｛咬して，旦庁党は次ビ）凸で優れて＇吋、 9•-．-

第 5 部は， l~I 仄如 'Lがまと主らず、 1}、J I立が I，［主い，そ ，1 q・［ドカ — l'll丘'J'.J. 以ポ的・ 1’ ァ！―,：キー IIり：こ19.:J旦；こ

ぬ糾閑遂1こ 1949月—-]0月 1 ll, 1―l-9『[}＼］ { ！［和i_1Jが戎立す 仰,,しており、日本軍宍方で，党内で,nR:,T;Lや散へlT)長

るまでを扱ってし‘/マ）こ， ｝『打：t， 1 946年2月？31 1, -,’一 ✓， ＂足り）信 1,i9,’L,•、＼、すIP,、立しi二艮叩tりをタjt,“＇：し．指導でぎLーー＼

ャIt1和1f, 1k iii'.1 l, ） i],1己来の向で•I‘II： ｛日［＇—一、 '.'i、tl,＇） 1日 ，：： i•「l，心り ，i i斤屯で， 1＼tiぷ，八，［I竹しい［［』をも 9うて， 大代に

共整小'.1．砂定を政治協商公ぶ決沿などlへ 9)i i 9 :：-iT. {，’・「)-9 ili’) :， ）、~'\こ［獲凸 l- 9 l」lIIifL，伽］｛ill-i-，9, :：：： Lぐ慧：'t内ば

あるとみなし、ごり協定が実：りをl戸9,.̂‘'ー＇1-心几：；，凝` 、 をii'＜心こつく：］だ Lだ・， .1,fデ tロギー ユニー・7で

なく沖介政府の糾ぶ化がIlj iiいこなり， 1）、j,)し，｝荘けられビズ ([ {l1,T．竺＇！的し！），1;し＇ドで：へ，＿1, 贄祁ど党iliこ'--fぅてv.9ぅ聾州で

あろう l:1i[，llil tており (p_:;ゞ（i),そ，Ifl「)、1- 9•’J し 9 --11 1-l9.jど 、．ぅ'), ｝、」9.1[I III゚；［月］iこ節潔，心、97，jーりン，ご主こめ Ì；9! t :＇ 

して，両党J)押えること（］．でさ八＿ヽ ‘‘!Ii圧―fヽ．i,，をふ1:て"、 ., "ー:-"ビー [I! ！ l7) r:い合さ；： ： J 9[ IJ l「)1 1, ＼ i宅九均一l9［をれ：『｛・1．

る (p.3S7)，-＿そり） i変、東．＇こを中心：こ内文が！］，大しご＼、• -—}一:,,, ・4賛'』1; ．-］丈と• ‘̀|] 1. ji，予よ化されて＼、）二［出凸Ijiこ天

著胄tt，東It('ー）国民党中い↑．叩沿減刀迎・バ！どいlJて；！上9'9 ,!] ！してぎビ翰，＇ぷ： t' 愛囚ゥ入呵 革命［白激I内， ある',‘Itそし1)

lji.\c役に—)¥1、て09nL退 (f)l 1 iで，林Iしが， ・ミだ＿］し’'） 'li 他r て、 9,9• 白りし,-,",¥',ヽ：二Li) ］附｝］」を行，欠うが，．彼らが）只且と□飢）J
I湯ど」旦戌c'ー）中間C'）錦凡lに全力を注さ、次々に13{il1複I；入を it I I~'. (とし'「)9:,；，＇，1）しい浚，iして＼、＇こ。 95 { E凸慇 lJ、I-―丁義

技人し］・ーと叫してし、るが〈p.406)，闊吐げ）林[llL]1；り）1 1＇ 州印，．t茫ILI‘il9『1)で;ヽ こぺだけで元く、 11/j'氏遅iしビ ffー，．9，竺否

で，錦J!•I攻略は［以東＼ハ定めに方針てあり，林！ビは，そ 、間を 1拿文し、竺 i, |」］―ぶ乙とりわけ「平＇？」とし‘う坪，乞

れを変更して，北J・.して」、在を」1つよう辻，―-,義し，’こごこが を均人しこうとする。氏杖Ii,J ． tu瓢］汽 I-，•I本で l’l| 1H’牧！

明「），りヽ になった（北＇，！じ J-lit只略且、乞l，『Jf I,！く＇り］ 叫］りが、1ヽJ[，'）名：こーに・ー）て遣められ、9•こ＼P］)． 442-443) 2 

学ぐン＼〈又 l)；」応役I白仔阪h全1-：い［」’．)'JiJ,i」̀-I197立{i心 8欺 こ］），［）‘• { j也IJし'{↓ [ TIi ；［こ＼，ヽら 2大＇ク野でも、 IりU'Jこ

参照］）。たと夕，的定い臼唸行を批判甘＿＇ため］〗りi<l1'1 ＇」 そい図'llび叫で1月民党に IJ優れてし，に (1)444＼誡改：こ

な鯰露賢）っても、それが史‘eで[,<，jし(Lぷめさ:':,をe、 ド，打：ミ，［日Jとと'̂ iい1Vぇして，ヽ 1・1fl)、¥叫，物臼，須士び）

’―'ーも加かわ 9）ず， 具叶＿］一衣打かり分1|」でさなし，、であろう。 ，立て劣-・'・c-'.,'.: ;.: 

IV 

1949年只IJりか党史を 1：とめる上で，悶｝口 I"]悶r·,_•う

ば，おそらく、・1949年， 9|•l 国リ直党が扮．j::J して＇臭因を打：

しよめることて，なる，．、その殴因とし． 乳• [；；; t文ず出 1

に，党外げ）＇）叩 ji9)i賃；てし、公ー）。十八i)ち1931年勺｛）・ IS

’lf変<『!，役， 1945.，i. g ]］ ］ 5 l Iし')'.Il 11'央争 ．． ハ終忙jごi:/：. II『'「＇，

I Kl l罰｛，り＇りが 1):］、I·1.,>[; --｛i f !j iこf i. i) ， t |J l i ii'し；［げ）、；， ．l，こ(Il i交，

泊えそう方化印をi,i．してぎ，ビ共吋党に111位i,t 、}•こらし←一

(]）．422)。 i『/ii, ij | I l j [一ー＼，—:,、力：， し汽，HI, 1坊， Iもし，

日本のい軍が1’IU、・り大半を占領して＼・、心か，とこら， 中国

人民は1寸1給して， これに反対して闘うことかでぎ八，｝ヽマ）
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ょーーし＇， t, 伎，~， IJ ：、 政，分＇1'）・'「if|lり・心哩1'1'麿因を打祠、な

1日恥こ託~：’↑し、それらを_J_|．吋；こ、 しかも賢籾]iこ適月し二

iーーめぐふー，ど疇11年）け， 111 iJ戦争が． ：：：しりにめ；ご応’iiな

ti~トを信 Il] ： 9］）に哀｛f:がか、9’'こと述へて＇` ，ヽら ip. 4お）

¥r 

J‘ヽ／、上ごミてきにこど<,本内it1968年まで（T吼砂lj的な

化史和1‘1「LLをや‘lf「しだ，優れピり［説心でわる',¥p迅仁，tl

k]から捉仇されだ写真43¥文が収録されており， 1938年出

II ＼い芯^ ぎ丁玲j)Ii lばなと貞由と思われるものも多＼、,3,1 

枚もり略I心も、 乍占び）迎鮒を容見にして＼、る。

(、 li［人抄、 1[、J^・i；i: lI i [ I 7 1 ! I IJ j) 
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